











































































したアミノ酸を用い、液相法にてホモペプチドを N 末端方向に 1 残基ずつ伸長し、




Scheme 1. Synthesis of chiral amino acids and their homopeptides.   
ホモペプチドの溶液状態での二次構造は、1H NMR/FT-IR/CD を用いて調べた。ホモ
ペプチドの CDCl3 溶液中での FT-IR スペクトルを測定し、1600-1700 cm-1 の amide I 領
域および 3250-3500 cm-1 の amide A 領域におけるアミド基由来の吸収の解析を行った
結果、いずれのホモペプチドもペプチド鎖の伸長に伴い、ヘリックス構造を形成して




(S,S)-Ac4c3DD は典型的なヘリックス構造を形成するペプチドの CD スペクトルに見
られる特徴とは異なった形を示し、CD スペクトルからはヘリックス構造の巻き方制
御性に関する知見を得ることが出来なかった (Figure 2)。  
 
Figure 2. CD spectra of homopeptides. 
 
 
(R,R)-Ac4c3BDへプタペプチドの X 線結晶解析では、右巻きと左巻きの 310-ヘリック
ス構造が 1:1 にて存在しており、側鎖に 14 個もの不斉中心を有するにも関わらず、巻
き方が制御されていなかった(Figure 3) 。  
Figure3. X-ray crystallographic analysis of (R,R)-Ac4c3BD heptapeptide. 


















える。   
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